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　第16回政策評価審議会
　(総務省)…７月10日
　各省庁が自らの政策を
客観的に評価し結果を次
に反映させる審議会の有
識者委員に就任。政策マネ
ジメント向上を図ります。

　原沢久喜選手 世界柔道選
　手権準優勝報告…９月11日
　原沢久喜選手(百五銀行
所属)が銀メダルを獲得。
念願の100kg超級東京五
輪金メダルに向け、みん
なで応援しましょう。

　岩田川に架かる津興橋は伊勢電気鉄道(後の近鉄
伊勢線)の鉄道橋として昭和５年につくられまし
た。昭和36年の廃線以降、線路跡は市道塔世橋南
郊線(通称 近鉄道路)として活用され、道路橋に転
用された津興橋は現在も１日平均１万6,000台の
車両の通行を支えています。
　来年90歳になる津興橋は津市が管理する橋梁の
中では最古参ですが、もともとは鉄道橋として列
車の荷重でたわまないよう頑丈な鋼でつくられて
おり、関東大震災級の地震にも耐えられるような
設計となっています。阪神淡路大震災の翌年には
落橋防止装置を設置し、地震動の衝撃を緩和して
橋桁の落下を防ぐ耐震対策を実施しました。
　しかしながら、老朽化による部材の損傷は著し
く、平成25年、市が橋長15m以上の308橋を対象
に橋梁長寿命化修繕計画を策定した際、維持管理
対策の優先順位は５番目となりました。
　市内を南北に貫く幹線道路に架かる重要な橋だ
けに、津興橋の修繕方法については慎重に検討す
る必要があります。平成26年から27年にかけて津
興橋に近接目視調査と現有耐力調査を実施したと
ころ、現段階で車両規制を行う必要はないもの
の、南海トラフ級の大地震が発生した場合、橋桁
を支える下部に損傷が生じることが想定されると
いう結果になりました。
　津興橋の下部は、現在では原則として避けなけ
ればならない耐震性に劣る無筋コンクリートの橋
脚が採用されています。幅広のどっしりとした６
基の橋脚は橋脚間が狭く、水害時には流木などが
つかえて川の流れを妨げることになりかねないた
め、このままの姿では現行の設置基準を満たすこ
とはできません。試算の結果、橋の下部を大幅に
改良する大規模修繕は架け替え以上の工事費が必
要になるとされたため、津興橋の最善の老朽化対

策は架け替えであるとの結論に達しました。
　当初、架け替え事業の財源として検討していた
のは、平成24年度から始まった国からの「防災・
安全交付金」でした。インフラの老朽化が社会問
題化する中、橋やトンネルなどの長寿命化計画を
策定して点検や修繕事業を実施しようとする自治
体に対し重点的に予算を配分する制度です。　　
　しかし、薄く広く多くの事業に充てられる交付
金はそれぞれの自治体に配分される額に限りがあ
り、複数年かけて実施することになる数十億円規
模の事業を賄うだけの額が毎年十分に確保される
見通しが立たないという問題がありました。
　同様の大規模な老朽化対策事業を抱える全国の
自治体からも窮状を訴える声が相次ぎ、国は橋脚
の補強や橋梁の架け替えを集中的に支援する仕組
みを創設しました。対象事業を特定しない交付金
ではなく、あらかじめ国が自治体の大型事業を指
定して複数年に渡って事業の財源を保証する｢大規
模修繕・更新補助制度」です。
　平成27年度から始まったこの制度にいち早く手
を挙げた津市は東海地方の更新事業第１号として
採択されました。懸案だった津興橋の架け替え事
業は平成28年度の設計・調査の段階から補助の対
象となり、総事業費35.8億円のうち、55％にあた
る19.7億円が国から交付されることとなったので
す。
　工事に着手したのは昨年６月。仮橋は既に出来
上がっており、今月半ばから仮橋と現道を接続す
る工事が始まります。年内には仮橋の迂回路へと
通行が切り替わり、来年度から90年の歴史を刻ん
できた旧橋の撤去に取り掛かります。
　新しい橋は支持層の45mまで杭を打ち込み耐震
性を高めるとともに、橋脚を３基に減らし岩田川
の流れをよりスムーズにすることで水害の危険性
を軽減させます。幅員は現況の9.15mから15.3m
まで広げ両側に歩道を設けて交通の安全を確保し
ます。
　鉄道橋ならではの重厚な津興橋のたたずまいと
はお別れですが、安全性と利便性が高まる新しい
津興橋が令和７年度中に完成する予定です。着実
に事業を進めてまいります。来年からしばらくの
間、仮橋での通行にどうぞご協力ください。
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